
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車室内に吹き出される空気の送風通路（２ａ）を形成するケーシング（２）と、
　前記ケーシング（２）に形成された空気の導入口（３、４）と、
　前記ケーシング（２）の内部に配置され、前記導入口（３、４）から空気を吸入して前
記送風通路（２ａ）に空気流を発生させるファン（５）と、
　前記ファン（５）を回転駆動するモータ（６）と、
　前記送風通路（２ａ）に配置され、前記モータ（６）の回転数を制御するモータ制御手
段（８）とを備える車両用空調装置において、
　

ことを特徴とする車両用空調装置。
【請求項２】
　前記ファンは、回転軸（５ａ）方向から吸入した空気を径外方に向けて吹き出す遠心式
ファン（５）であり、
　前記ケーシング（２）は、前記遠心式ファン（５）を収納するとともに、前記回転軸（
５ａ）方向に向けて開口する空気の吸入口（７ａ）が形成された渦巻き状のスクロールケ
ーシング部（７）を含み、
　

ことを特徴とする請求項１に記載の車両用空調装置。
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前記ケーシング（２）のうち、前記ファン（５）よりも空気流れ上流側で、且つ前記フ
ァン（５）の上方側に位置して前記ファン（５）に対向する上面壁に前記モータ制御手段
（８）が配置されている

前記回転軸（５ａ）は上下方向に配置され、前記上面壁は前記回転軸（５ａ）方向と交
差する方向に延びている



【請求項３】
　 ことを特徴
とする請求項２に記載の車両用空調装置。
【請求項４】
　前記回転軸（５ａ）と前記スクロールケーシング部（７）のノーズ部（７ｂ）とを結ぶ
線を基準線（Ｃ）とし、前記回転軸（５ａ）を通り且つ前記基準線（Ｃ）に対して直交す
る面を基準面（Ｄ）としたとき、　前記モータ制御手段（８）は、前記基準面（Ｄ）より
も、前記ノーズ部（７ｂ）の反対側に位置することを特徴とする請求項２ に記載
の車両用空調装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ファン駆動モータの回転数を制御するモータ制御手段を送風通路に配置した車
両用空調装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、この種の車両用空調装置は、ファン駆動モータの回転数を制御するモータ制御手段
を備えており、モータ制御手段は、モータへの通電を断続するパワートランジスタ、或い
は、モータへの印加電圧を制御する抵抗器を備えている。そして、送風通路にモータ制御
手段を配置して、モータ制御手段を送風空気により冷却するようにしている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来装置においては、ファンの空気流れ下流側にモータ制御手段を配置し
ているため、ファンから吹き出された空気がモータ制御手段の放熱フィンに当たって通風
抵抗となり、風量ダウンにつながるという問題があった。
【０００４】
本発明は上記の点に鑑みてなされたもので、モータ制御手段の配置を変更することにより
上記問題を解決すると共に、モータ制御手段の配置変更に伴って発生する新たな問題も未
然に解決するものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、請求項１に記載の発明では、車室内に吹き出される空気の送
風通路（２ａ）を形成するケーシング（２）と、ケーシング（２）に形成された空気の導
入口（３、４）と、ケーシング（２）の内部に配置され、導入口（３、４）から空気を吸
入して送風通路（２ａ）に空気流を発生させるファン（５）と、ファン（５）を回転駆動
するモータ（６）と、送風通路（２ａ）に配置され、モータ（６）の回転数を制御するモ
ータ制御手段（８）とを備える車両用空調装置において、
　

ことを特徴とする。
【０００６】
　これによると、モータ制御手段をファンよりも空気流れ上流側に配置しているため、通
風抵抗が小さくなって風量ダウンが少なくなる。また、モータ制御手段をファンよりも空
気流れ上流側に配置した場合、外気用の導入口から侵入した雪や水がモータ制御手段に付
着しやすくなるが、雪や水は主にケーシングの底壁面を流れるため、モータ制御手段をケ
ーシングの に配置することにより、雪や水がモータ制御手段に付着するのを防止す
ることができる。
【０００７】
　請求項２に記載の発明では、 ファンは、回
転軸（５ａ）方向から吸入した空気を径外方に向けて吹き出す遠心式ファン（５）であり
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前記モータ制御手段（８）は、前記吸入口（７ａ）の上方に配置されている

または３

ケーシング（２）のうち、ファン（５）よりも空気流れ上流側で、且つファン（５）の
上方側に位置してファン（５）に対向する上面壁にモータ制御手段（８）が配置されてい
る

上壁面

請求項１に記載の車両用空調装置において、



、ケーシング（２）は、遠心式ファン（５）を収納するとともに、回転軸（５ａ）方向に
向けて開口する空気の吸入口（７ａ）が形成された渦巻き状のスクロールケーシング部（
７）を含み、
　

ことを特徴とする。
　

【０００８】
これによると、モータ制御手段による空気流れの圧力損失を少なくしつつ、雪や水がモー
タ制御手段に付着するのを防止することができる。
【０００９】
　請求項 に記載の発明では、 回転
軸（５ａ）とスクロールケーシング部（７）のノーズ部（７ｂ）とを結ぶ線を基準線（Ｃ
）とし、回転軸（５ａ）を通り且つ基準線（Ｃ）に対して直交する面を基準面（Ｄ）とし
たとき、モータ制御手段（８）は、基準面（Ｄ）よりも、ノーズ部（７ｂ）の反対側に位
置することを特徴とする。
【００１０】
これによると、基準面よりもノーズ部の反対側は風速が高いため、モータ制御手段の冷却
効果を高めることができる。
【００１１】
なお、上記各手段の括弧内の符号は、後述する実施形態に記載の具体的手段との対応関係
を示す一例である。
【００１２】
【発明の実施の形態】
図１～図３は本発明の一実施形態を示し、図１は送風ユニット１の平面図、図２は図１の
Ａ矢視図、図３は図１のＢ－Ｂ線に沿う断面図である。
【００１３】
送風ユニット１は、車室内前部の計器盤（図示せず）下方において助手席側に配置される
。また、送風ユニット１は、車室内に吹き出される空気の送風通路２ａを形成するケーシ
ング２を有し、このケーシング２は複数のケーシング部材から構成されている。
【００１４】
ケーシング２の空気流れ最上流側部位には、車室内気を導入するための内気導入口３と外
気を導入するための外気導入口４とが形成されるとともに、これらの導入口３、４を選択
的に開閉する内外気切換ドア（図示せず）が設けられている。
【００１５】
内外気切換ドアの下流側部位には、導入口３、４からの空気を吸入して送風するファン５
が配設されており、このファン５は、回転軸５ａが上下方向になるようにして設置され、
ファン５の下方に配置された電動モータ（以下、モータという）６により回転駆動される
。そして、ファン５は、複数枚のブレードを有し、回転軸５ａの方向から空気を吸入して
、その吸入した空気を径外方側に吹き出す遠心式多翼ファンである。
【００１６】
ケーシング２は、巻き始めから巻き終わり側に向かうほどスクロール半径が大きくなるよ
うに渦巻き状に形成されたスクロールケーシング部７を含み、このスクロールケーシング
部７にファン５が収納されている。また、スクロールケーシング部７には、ファン５の回
転軸５ａ方向に向けて開口する吸入口７ａが形成されており、この吸入口７ａはファン５
の回転軸５ａの一端側に位置している。
【００１７】
スクロールケーシング部７の空気下流側には空調ユニット（図示せず）が接続され、その
空調ユニット内には、空気を冷却する蒸発器（図示せず）や、空気を加熱するヒータコア
（図示せず）等が配設される。そして、ファン５により両導入口３、４から吸入された空
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回転軸（５ａ）は上下方向に配置され、上面壁は回転軸（５ａ）方向と交差する方向に
延びている

請求項３に記載の発明では、請求項２に記載の車両用空調装置において、モータ制御手
段（８）は、吸入口（７ａ）の上方に配置されていることを特徴とする。

４ 請求項２または３に記載の車両用空調装置において、



気は、蒸発器やヒータコアを通過して、空気流れ最下流側の各吹出口（図示せず）に向け
て送風される。
【００１８】
ファン５よりも空気流れ上流側には、モータ６の回転数を制御するモータ制御手段８が配
置されている。モータ制御手段８は、モータ６への通電を断続するパワートランジスタ（
図示せず）と、そのパワートランジスタを冷却するための冷却フィン８ａを有し、この冷
却フィン８ａが送風通路２ａ内に配置されている。
【００１９】
モータ制御手段８は、図３に示すように、吸入口７ａの上方に配置され、ケーシング２の
上壁面に取り付けられている。また、図１に示すように、回転軸５ａとスクロールケーシ
ング部７のノーズ部７ｂとを結ぶ線を基準線Ｃとし、回転軸５ａを通り且つ基準線Ｃに対
して直交する面を基準面Ｄとしたとき、モータ制御手段８は、基準面Ｄよりもノーズ部７
ｂの反対側に位置している。
【００２０】
次に、本実施形態の作動を説明する。モータ６にてファン５が駆動されると、両導入口３
、４から空気が吸入され、その空気は蒸発器やヒータコアを通過して、空気流れ最下流側
の各吹出口に向けて送風される。送風空気は蒸発器で冷却除湿され、ヒータコアにて加熱
される。そして、ヒータコアによる加熱量を調整することにより、送風空気の温度が調整
され、その送風空気は吹出口から車室内に吹き出される。
【００２１】
また、送風通路２ａを流れる送風空気によりモータ制御手段８の冷却フィン８ａが冷却さ
れ、この冷却フィン８ａによりモータ制御手段８のパワートランジスタが冷却される。
【００２２】
本実施形態によると、モータ制御手段８をファン５よりも空気流れ上流側に配置している
ため、通風抵抗が小さくなって風量ダウンが少なくなる。
【００２３】
また、モータ制御手段８をファン５よりも空気流れ上流側に配置した場合、外気導入口４
から侵入した雪や水がモータ制御手段８に付着しやすくなるが、雪や水は主にケーシング
２の底壁面を流れるため、モータ制御手段８をケーシング２の上壁面側に配置することに
より、雪や水がモータ制御手段８に付着するのを防止することができる。
【００２４】
また、モータ制御手段８を吸入口７ａの上方に配置することにより、モータ制御手段８に
よる空気流れの圧力損失を少なくしつつ、雪や水がモータ制御手段８に付着するのを防止
することができる。
【００２５】
また、基準面Ｄよりもノーズ部７ｂの反対側は風速が高いため、モータ制御手段８を基準
面Ｄよりもノーズ部７ｂの反対側に位置させることにより、モータ制御手段８の冷却効果
を高めることができる。
【００２６】
（他の実施形態）
上記実施形態では、パワートランジスタを用いるモータ制御手段８を例示したが、本発明
は、抵抗器を用いるモータ制御手段を採用した車両用空調装置にも適用することができる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係る車両用空調装置の要部の平面図である。
【図２】図１のＡ矢視図である。
【図３】図１のＢ－Ｂ線に沿う断面図である。
【符号の説明】
２…ケーシング、２ａ…送風通路、３、４…導入口、５…ファン、
６…モータ、８…モータ制御手段。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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